
地域社会と関わり交流の輪を広げる

SUACのデザイン学部の学生とイズミル大の学生とのデザインワー

クショップに、英語を得意とする国際文化学科の学生が、テーマ実践

演習の科目として参加。日常会話の通訳をはじめ、観光地のリサーチ

案内から、専門的なデザインの話まで、様々な場面でコミュニケーショ

ン力を発揮しました。1週間という限られた時間の中で、プロジェクト

が円滑に進むように、グループ内の役割分担、時間配分、完成までの

プロセス等、全体を見渡していくマネジメントも経験。企業の方々を招

いての最終発表の場では、スローモビリティのデザインをいかに伝え

るかに重きを置き、デザイン提案について英語でプレゼンテーション

を行いました。イズミル大の学生との異文化交流だけでなく、学びの

分野が異なる2学部の学生がお互いに刺激しあえる貴重な機会にな

りました。

「静岡県の観光＋スローモビリティ」をテーマに挑戦

産学協同国際デザインワークショップ

企業×SUAC×イズミル経済大学（トルコ）

Go-yukkuri

最終日の提案の様子。発表も質問も
すべて英語で行われました。
最終日の提案の様子。発表も質問も
すべて英語で行われました。

子どもたちとともに行なったワークショップ「そめいろうちわ」の様子です。子どもたちとともに行なったワークショップ「そめいろうちわ」の様子です。 布を食べ物で染めることで、染色文化をより身近に感じてもらおうとしました。布を食べ物で染めることで、染色文化をより身近に感じてもらおうとしました。

プレゼンテーションの様子。全体の統一感を
出すために試行錯誤を繰り返しました。
プレゼンテーションの様子。全体の統一感を
出すために試行錯誤を繰り返しました。

作品の一つ「LEAF×SOAP」。1回分の石鹸を葉っぱの
カタチにすることで、子どもたちが楽しく手を洗えます。
作品の一つ「LEAF×SOAP」。1回分の石鹸を葉っぱの
カタチにすることで、子どもたちが楽しく手を洗えます。

名古屋での本展の様子。来場者ひとりひとりに説明をしました。名古屋での本展の様子。来場者ひとりひとりに説明をしました。

企業のデザイナーを交えて提案に関する協議を行いました。企業のデザイナーを交えて提案に関する協議を行いました。

最終プレゼンを終え、チームメンバーと
企業のデザイナーとの記念撮影。
最終プレゼンを終え、チームメンバーと
企業のデザイナーとの記念撮影。

静岡の観光をリサーチ。
バスの中でもミーティングが行われました。
静岡の観光をリサーチ。
バスの中でもミーティングが行われました。

デザインの国際交流を
英語の力でサポートしたい

●企業見学や観光地を回って
　のリサーチ、静岡県内の観光
　の現状視察

●4グループに分かれ観光地を
　追加リサーチ、ビジネスコン
　セプト等のディスカッション

●デザイン・アイデア等のディ
　スカッション、協賛企業の
　プロデザイナーによるアド
　バイス

SUAC×イズミル学生20人で取り組んだ1週間

デザイン学部の学生8人が名古屋で個人作品展示会を開き、話題と

なりました。きっかけは、愛知県の芸大生による自主展覧会を見て刺

激を受けた学生が、「自分たちもできる」と奮起したこと。彼の出身

地・名古屋でのSUACの知名度の向上も目指しました。“こどもが見

て触れて楽しめる”をコンセプトに個々で作品づくりを進める一方、会

場の手配やチラシの制作と配布、新聞社への取材依頼など、すべて

自分たちで実施。6月に学内ギャラリーでプレ展示を行い、8月のオー

プンキャンパスではワークショップでこどもたちとうちわを制作、本番

の展示会では6日間で306名の来場につながりました。こどもたちと

実際に遊び、デザインの楽しさを共に学ぶという、学生たちがゼロか

ら成し遂げた実践的な学びのプロジェクト。SUACの自由なフィール

ドの中で、様々なチャレンジが実現しています。

SUACの知名度の向上と、デザインの楽しさを伝える

【個人制作展示企画】 
こどものためのプラスなデザイン

デザイン学部2年×名古屋と浜松のこどもたち

ほうかご展
デザインの楽しさも
SUACのことも、知ってほしい
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自分たちの作品を“見て触れて楽しんで”

Go-yukkuriとは?
トルコ・イズミル経済大学との交流事業として静岡県や企業（スズキ、ヤマハ発
動機、トヨタ車体、東芝）との共同で地域産業の役割とデザインについて提案を
行うワークショップ。今年のテーマ、スローモビリティにちなんでgo(行く)+ゆっくり
(slow)=Go-yukkuri=静岡県で「ごゆっくり」どうぞ。の意味が込められています。

参加学生に受講証が
手渡されました

告知用ポスターを制作しました

テーマ
実践演習

テーマ
実践演習

●統一テーマの確立、定
期的なプレゼンで教授や
先輩からアドバイスを受
け、レベルアップを図る

●会場の手配、運営費
用の管理、チラシやポ
スターの制作、新聞社
等への取材依頼

●名古屋展に向けた
プレ展示実施、オープ
ンキャンパスでこども
たちのワークショップ

●名古屋展示、作
品を通じて交流、
デザインの楽しさ
を共に学んだ

最終プレゼン後、SUACの学生からトルコの学
生にプレゼント＆お別れをしているところ。この
二人は同じ班で活動した同士。

実践による学びで、できること・身につく力

● 協調性、マネジメント力
● 英語力、コミュニケーション力
● 異文化の理解
● 国際文化学科とデザイン学科の交流
● 社会とつながり発表する力

実践による学びで、できること・身につく力

● デザインにより事を起こす力
● プロジェクトを成し遂げる力
● 個々のデザイン力を鍛える
● 広報のツール製作やPR方法
● 活動を報告書などにまとめ、発表する力

SUAC+ACTION(WO!)=SUACTION
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